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0学校教育法施行規則 の一 部を 改正する 省
令 （文部38) 1 0 ・ 8
規則
0 人事院規則 10- 5 （職員 の放射線障害 の
防止 ） の一 部を 改正する 人事院規則 （人
事院 10- 5 - 1 ) 1 0・ 1
。 人事院規則 9 - 6 （俸給 の調 整額 ） の一
部を 改正する人事院規則 （ 人事院 9 - 6 
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0 人事院規則 9 - 1 7 （俸給の特別調 整 額 ）
の一 部を 改正する人事院規則J （人事院 9
- 17 - 20) 
0 人事院規則lj 9 -55 （特地勤務 手 当等 ） の
一 部を 改正する人事院規則 （ 人事院 9 -
55- 1 2) 
0 人事院規則 1 - 4 （現行の法 律， 命令及
び規則 の廃 止 ） の一部を 改正する 人事院
規則 （人事院 1 - 4 - 6 )
0 人事院規則 9 1 7  （俸給の 特別調整額 ）
の一 部を 改正する 人事院規則 （人事院 9
- 17 - 21) 
員。
1 0 ・ 1
1 0 ・ 1
10 ・ 3
1 0 ・ 2 0
富山大学教育学部規則の一部改正
富 山 大学教 育学部規則 の一 部を 改正する規則を次 のとお り 制 定する。
昭和63年 1 0月 2 1 日
富山大 学教育 学部規則の一部を改正する規則
富 山 大学教 育学部規則 （昭和 27年4 月 1 8日制 定 ） の 別表X中
一 部を次 のよ う に 改正する。
富 山 大学 長 大 井 信 一
養護学校教諭1級普通免許状及第 3 条 中 「，別に」をに 富 山 大学教養部規則 の」
に 改める。
第 10条 の前 の見出し及び同条 中「， 転学科」を 「，
転課程」に 改める。
養護学校教員制程 ｜ ぴ小学校教諭2級普通問又｜ を
は中学校教諭2級普通免許状
第1 1条から第13条 ま で の規定 中 「， 転学科」を， 転
課程」に 改める。
別表Iを次 のよ う に 改める。 （別添 のとおり ）
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」
i養護学校教員養成課程｜養護学校教諭l級普通免許状 ｜ に
改める。
昭和63年11月l日発行
附 則
A民弓ー 報
この規則は， 昭 和6 3 年 1 0 月 2 1 日 から施行し，昭和63年 4 月 1 日 から適用する。
別 表 I
課 干呈 養
小 学
成
校
課
教
程員
授
科
業
目 の 区分
教
教育
育，L、理品玉ナ専攻 教科専攻
専 攻 科 目 1 6  
} 音図幽Wi 
教
科
基
本
専攻以外の教 1 2  10 工上作ti' 
音f'r楽・ 図幽工 のうち2以体科につきl教 － 体育」： のう
T珪Tヨ 目科各2単位
ち
2 以 の教 の教科を含む
利を含む
干ヰ 選 択 4 
言十 1 6  26 
ri 
教材 研 究 1 6  1 6  
教
教 教 科 教 育 法
教育原理 4 4 
教育心 理 4 4 
育 道徳教育の研究 2 2 
月哉 教育実習 4 4 
選 if\ 16 6 
科 計 4 6  36 
特殊教 育 （別表Wによる）
幼稚園教育 （別表Vによる）
目 情報教育 （別表明による）
計
自 由 選 択 22 22 
特 別 研 究 専攻 教科 につき
メtコ入 計 84 
養
中 学
成
校
課
教
程員
専
甲教科
攻 専
乙教科
攻
50 4 2  
50 4 2  
3 ( 1 教科 ）
4 
4 
2 
3 
2 
18  
1 6  24 
専攻 科目 につき
84 
養
養
護
成
学校
課
教
程員
第 一類
第二類
甲教科 乙教科
8 
f作
ち
i司� . 図刷工
－ 体以育」戸 のう1 の教
科を含む
4 
1 2  
6目以教
の以
上
附
科
ヲ
：＇5音
作
含ち2楽単仏
む2体科） 
4 
4 
2 
4 
26 
25 
25 
21 
26 22 
（ （ 
科
教 教
科） 
26 22 
3(1 教科）
4 
4 
2 
3 
16  
25 
25 
17 21 
専攻 教科 につき
84 
第300号
幼稚園 情 報
教 員 養 教育
成課程 課 干呈
1 2  
音楽・図面
工作・体育
を各4単位
6 
1 8  
4 
4 
4 
1 2  
30 
50 
30 50 
24 24 
専攻教科につき 10 
84 84 
備考 1 小学校教 員 養成課程では，音楽 ・ 図画工作 ・ 体育3教 科について基本科目 各 2単位を履修しなければ
ならない。
2 養 護学校教 員 養成課程
第一類は小学校教諭普通免許状を取得する 課程 である。
第二類は中学校教諭普通免許状を取得する 課程 である。
3 幼稚園 教 員 養成課程 では，音楽 ・ 図 画工作 ・ 体育3 教科について基本科目 各 4単位を 修得しなければ
ならない。
惨 富 山 大学教育学部規則 の 改正理由
1 一般 教育課程における 外 国 語科目 の履修方法の変更 に 伴い，所要事項を 改める。
2 そ の他 ，字句等の 整理を行 う。
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富山大学における動物実験に関する指針の制定
富山大学における動物実験に関する指針を次のとおり制定する。
昭和63年10月21日
富山大学長 大 井 信 一
富山大 学における動物実験に関する指針
l 目 的
この指針は， 富山大学 （以下「本学」という。）に
おいて動物実験を計画し， 実施する際に遵守すべき
事項を示すことにより， 科学的にはもとより， 動物
福祉の観点からも適正な動物実験の実施を促すこと
を目的とする。
2 適用範囲
この指針は， 本学において実施するほ乳類及び烏
賊を供試動物とするすべての動物実験に適用する。
3 動物実験委員会の設置
動物実験を実施する部局の長は， 動物実験に必要
な指導助言を行わせるため， 動物実験委員会を置か
なけれはならない。
4 実験計画の立案
(1) 実験者は， 動物実験の範闘を研’先目的に必要な
最小限度にとどめるため， 実験目的に過した供試
動物の選択及び実験方法について， 代替法を含め
て 検討しなければならない。
(2) 実験者は， 心要に応じて， 実験動物の専門家の
意見を求めたり， 部局に置かれた動物実験委員会
の指導助言を求め， 有効適切な実験を行う よう 努
めるものとする。
(3) 実験者は， 動物実験を実施しよう とするときは，
動物実験計画書を作成し， 動物実験委員会に提出
しなければならない。
5 実験動物の選択
実験者は， 供試動物の 選択に当たっては， 実験目
的に適した動物種の選定， 実験成績の精度や再現性
を左右する供試動物の数， 遺伝学的特性， 微生物学
的特性及び飼育条件等を考慮、しなければならない。
また， 心要に応じ供試動物の検疫を実施しなければ
ならない。
6 実験動物の飼育管理
(1) 動物実験施設等の管理者， 実験者及び飼育者は，
協力して動物実験の施設及び設備の適切な維持管
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理を行し＼ 良好な環境条件の設定に努めなければ
ならない。
(2) 管理者， 実験者及び飼育者は， 動物の健康及び
安全に十分留意し， 適切な給餌， 給水等の飼育・
管理に努めなければならない。
7 実験実施上の配慮、
実験者は， 実験の実施に当たっては， 実験動物に
無用な苦痛を与えないよう 麻酔薬の投与， 保定等に
留意するとともに， 実験動物の状態を定期的に観察
し， 必要に応じ適切な処置を講じなければならない0
8 実験終了後の処置
(1) 実験者は， 実験を終了し， 又は中断した動物に
ついては， 速やかに致死量以上の麻酔薬の投与又
は頚椎脱臼等によって， 実験動物にできる限り背
痛を与えないようにしなければならない。
(2) 実験者は， 実験動物の死体については， 適切な
処置を講じ， 人の健康及び環境を損なわないよう
にしなければならない。
9 安全管理等に特に注意を払う 必要のある実験
管理者及び実験者は， 物理的又は化学的に危険な
物質若しくは病原体等を扱う 動物実験については，
人体への安全性を確保することはもとより， 飼育環
境の汚染により動物が障害を受けたり， 実験結果の
データの信頼性が損なわれたりすることのないよう ，
十分 に配慮しなければならなし、。 また， 実験施設の
周囲の汚染防止については， 施設・設備の状況を踏
まえて特段の注意を払わなければならない。
10 そ の 他
本学において行われる， ほ乳類及び鳥類に属する
動物以外の動物を用いる実験についても， この指針
の趣旨を尊重するものとする。
附 則
この指針は， 昭和63年10月21 日から施行する。
昭和63年11月1日発行 品同ラー
動 物 実 験 計 画 書
昭和l 年 月 日
00＂幹部動物実験委員会委民長 殿
申 説 者
所属・戦
氏 名
1 実験動物名
2 動物実験の概要
3 動物実験実施場所
4 研究組織
｝叶 属 職 才1 氏 才a
主任研究者
分1.11研究者
，， 
/I 
/I 
惨 富 山 大学 における動 物実験 に関する指針 の制定理
由
「大学 等における動 物実験 について」 （ 昭和62年 5
印
報 第300号
5 動物実験実地中における実験動物の取扱い方について
Ill実験動物に対する処置（投与法．採血法等）
121実験終了後の実験動物の処世
(:l)その他
月25 日付け文学情第14 1号，文部省学術国際局長通知 ）
に基づき ，本学における動 物実験 の有効適切な 実施
を 図るため ，必要な事項を 定める。
諸 議
AQ一A
昭和63年度第14回補導協議会(10月7日）
（審議事項）
(1) 昭和63年度厚生補導研究会について
(2) そ の他
昭和63年度第2回相互乗り入れ等検討小委員会（10月
7日）
（審議事項）
(1) 教養部と学部 の相互乗 り 入れ について
(2) そ の他
昭和63年度第7回入 学試験管理委員会・第7回入 学者
選抜方法研究委員会の合同委員会（10月18日）
（審議事項）
( 1) 富 山 大学 入学 者選抜健康診断判 定基準について
(2) 昭和64年 度 富 山 大学学生募集要項 （ 案 ）について
(3) 昭和64年度 入学 試験合否判 定資料について
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昭和63年度第9回評議会(10月21日）
（審議事項）
(1) 富 山 大学 における動 物実験 に 関する指針 の制 定
について
昭和63年度第5回事務協議会(10月24日）
（議 題）
(1) 当面 の諸問題 について
(2) 富 山 大学 教育学部規則 の一部 改正 について
( 3) 昭和63年9 月 卒 業者の認 定 について
昭和63年度第3国学園ニュース編集委員会（10月25日）
（協議事項）
(4) 転学部について
(5) 編 入学 （学士 入学 ） について
( 6) 昭和64年度富山大学学 生募集要 項 について
(7) 富 山 大学 国際交 流事業規則 の制 定について
(8) 富山 大学 国際交流事業計画について
昭和63年度第7回部局長懇談会（10月21日）
（議 題）
( 1) 昭和64年度文部省在外研究員派遣候補者の選考
について
(2) 教官研究費特別 経費 の配分について
品比千
(1) 第 62号学 園ニュー ス の発行について
昭和63年度第15回補導協議会（10月25日）
（審議事項）
(1) 黒田講堂の改築に伴う諸問題について
(2) そ の他
学務関係係長会議(10月27日）
（議 事）
(1) 昭和64年度 入学 者選抜について
(2) そ の他
事
昭和64年度富山大学学生募集要項
本学は， 昭和64年 度 の 富 山 大学学 生募集要項を 10 月 31 日 り1）に次 のとお り 発表し ま した。
昭和64年度富山大学学生募集要項 （抜枠）
I . 募 集 人 員
学部
学科・課程（専攻教科）ーコース 募集人員 学部 学科・課程（専攻教科），コース 募集人員 学部 学科・課程（専攻教科）・コース
文
学部
人
人 文
P寸1．ー 
科
95 
経済学科
144 
電 気 工 学 科
経 昼間主
語 学 文 学 科
95 
経 営学科
124 
工 業 化 学 科
コース 工（注1) 190 I斉 経営法学科 102 金 属 工 学 科
小学校教員養成課程
100 
経済学科
20 
機 械 工 学 科
中学校教員養成課程
寺山- 夜間主 ぷ寸ιー
経 営学科
20 
生産機械工学科
教 コース
部
経営法学科
20 
化 学 工 学 科
理科，音楽，美術，
50 
部
育
保健体育， 家庭，
言十 （注2) 430 電 子 工 学 科
募集人員
56 
50 
43 
56 
45 
46 
46 「一l
技術， 英語 数 学 科 43 （注5) 言十 （注4) 342 
養護学校教員養成課程
20 理 物 理 寸＂＂. ヰヰ 47 学
幼稚園教員養成課程
総 言十 1,402 30 
化 学 科
43 
情報教育課 程
寸品u，ー 
生 物 学 科 35 
音E 教環育境情情報報ココーースス，1J 
40 
音E 地 球 科 学 科 32 
計 240 言十 （注3) 200 
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（注 ） 1 人文学部 の募集 人 員 （190 ） には， 帰国子 女 ・ 社 会 人特別 選抜の募集 人 員 （若干名 ） を含む。
2 経済学部 の募集 人 員 （ 430 ） には， 推薦 入学 の募集 人 員 （畳間主 コ ー ス 1 9名 以 内， 夜間主 コ ー ス 20名程
度 ） 及び帰 国子 女 ・ 社 会 人特別 選抜の募集 人 員 （帰 国子女特別選抜若干名 ， 社会 人特別選 抜20名程度 ）
を含む。
なお， 経済学部 の「昼間主 コ ー ス」とは， 主として昼 間 の 授 業を履 修する コ ー ス であ り ， 「夜間主 コ
ー ス」とは， 主として 夜間 の 授 業を履 修するコー ス である が ， 修業年限はとも に 4 年 である。
3 理学部 の募集 人 員 （ 200 ） には， 物理学 科 の定 員一部 留保第 2 次募集 人 員 （1 2 ） ， 帰国子 女特別 選抜の募
集 人 員 （ 全学 科とも若干名 ） 及び 生 物学 科 における社 会 人特別選抜の募集 人 員 （若干名 ） を含む。
4 工学部 の募集 人 員 （ 342 ） には， 推薦入学 の募集 人 員 （ 各学科とも入学定 員 の 5% 以 内 ） を含む。
5 工学部の学科改組計画について
工学部 では， 昭和64年度 に現在 の電気工学 科 及び電子工学科を「電子情報工学科」 に 改組することを
計画している。 また， こ の 改組 に 伴って， 募集 人 員も変更 （ 30名 の増 員 ） することを計画している。
こ の計画は， 関係法令 の制定， 昭和64年度予算の成 立 によ り 確定するも の である の で， 現在は未定で、
ある。 詳細については， 昭和64年度政府予算案の決定後 （昭和例年1月上旬） に， 「追加募集要項」で
発表する予定であるので， 工学部志願者は注意するニと。
2. 出 願 期 間
昭和64年1月 30 日 (IJ)から2月 8 日 かぬ ま で。 （ 期間内必着とする。 ）
受付は午前9時から午後5時まで。 ただし， 土曜日は正午までとし， 日曜日は受け付けない。
なお， 郵送 の場 合， 2 月 6 日(JJ)以前 の発信局消印 のある書留速達郵便に限 り ， 出願期間後に到着しても受理す
る。
3. 検 査 期 日
昭和64年 3月 5 日（LI)
（ 教育学部 小学 校 ・ 養 護学校 ・ 幼 稚 園教員養成課程 の 実技検査は 3 月 6 日 (lj))
4. 出 願 要 領
ア 人文学部の出願について
人文学部志願者は， 学 科を指定し， 必ず第2志望ま で付して出願すること。
イ 教育 学部の出願について
教 育学部志願者は， 小学校教員 養成 課程， 中学 校教 員 養成 課程 の 専攻 教科， 養護学校教員養成 課程， 幼稚同
教員 養成 課程又は情報教育課程を指定して 出願すること。
ただし， 第 2 志望を付して出願すること が できる が一部制限 がある。
（イ） 第 2志望とする こ と が できる 課程， 専攻教科は次 のとお り である。
第1志望の課程（専攻） 第2志望とすることができる課程（専攻）
小 学 校 教 員 養 成 課 程 小学校教員養成課程， 養護学校教員養成課程及び幼稚闘教員養成課程相互間の他に
養護学 校 教 員 養 成 課 程 国語で受験する者は， 中学校教員養成課程（国語， 社会， 英語）
幼 稚園教 員 養 成 課 程 数学で受験する者は， 中学校教育養成課程（数学， 理科， 家庭， 技術）英語で受験する者は， 中学校教員養成課程（国語， 社会， 数学， 理科， 家庭， 技術， 英語）
中 学 校 教 育 養 成 課程 国語で受験する者は， 中学校教員養成課程（国語， 社会， 英語）相E間及ぴ情報教育課紅
（国語， 社会， 英語） 英語で受験する者は， 中学校教員養成課程（国語， 社会， 英語）相互間の他に中学校教員養成課程（数学， 理科， 家庭， 技術）及び情報教育課紅
中 学 校 教 員 養 成課程 数学で受験する者は， 中学校教員養成課程（数学，理科，家庭，技術）相互間及び情報教育課払I
（数学， 理科， 家庭， 技術） 英語で受験する者は， 中学校教員養成課程（数学， 理科， 家庭， 技術）相互間の他に中学校教員養成課程（国語， 社会， 英語）及び情報教育課程
国語で受験する者は， 中学校教員養成課程（国語， 社会， 英語）
’情 報 教 育 課 程 数学で受験する者は， 中学校教員養成課程（数学， 理科， 家庭， 技術）
英語で受験する者は， 中学校教員養成課程（国語， 社会， 数学， 理科， 家庭， 技術， 英語）
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（イ） 中学校教員養成課程（音楽， 美術， 保健体育）は， 第2志望を付すことはできない。
ウ 経済学部の出願について
経済学部志願者は， 昼 ・ 夜間 主 コ ース 別 に 学科を指定し， 必ず第 3 志望まで付して出願すること 。
（注） 異なるコースの学科を第2， 第3志望とすることはできない。
エ 理学部の出願について
理学部志願者は， 学科を指定して出願すること。 第2志望は認めない。
オ 工学部の出願について
工学部志願者は， 学科を指定して出願すること。 第2志望は認めない。
5. 入学者の選抜方法
入学者の 選抜は， 共通第1次学力試験， 第2次の学力検査等， 調査書及び、健康診断を総合して行う。
ただい 経済学部「夜間主コース」入学者の一般選抜は， 共通第1 次学力試験， 調査書及び健康診断を総合し
て行う。
(1) 共通第l 次学力試験の受験を要する教科
本学における共通第l 次学力試験 の受験を要する教科は次のとおりである。
学 部 ・ 学 科 受験を要する教科名 受験を要する教科数
人 文 ＂.＿ヨa． 音日
教 育 主一とら 音日 国語， 社会， 数学， 理科， 外国語 5教 科
�I i所 ''!.:-': 音日
物理学科
化 学 科
国語， 社会， 数学， 理科， 外国語 5教 科
理 学 部 生物学科
地球科学科
数 学 科 国語， 数学， 君！科， 外国語 4 教 科
二E ，，�ι － 昔日 国語， 数学， 理科， 外国語 4 教科
(2) 第2次の学力検査等
本学が実施する第2次の学力検査の牧査教科・科目等は次のとおりとし， 高等学校卒業の学力私2度を標準と
して出題する。
第2次の学力検査教科・科目等
検 査 教 科 干斗 目
A→！！－：. 昔日 学科・課紅（専攻教科）
教 科等 科 目
国 三ロ五口 国語I ・国語IIノ＼ 文 会寸主 zー，・ 干斗
人文学部 外 国 語 英語II ・英語II B, ドイツ語， 朝鮮語， 中国語， ロシア語のう
三日 五口 寸A んー 文 持寸£．ー 科
ちから英語は2， その他 はl 科目選択
国 三ロ五ロ 国語I ・国語II
小学校教員養成 課程 数
A十,,_ 代数・幾何， 基礎解析 1教科選択
外国語 英語II ・英語II B 
教育学部 養護学校教員養成課程
→τE← " やfir 音楽実技
幼稚園教 員 養 成 課程 美術実技 1 科 目 選択
保健体育 体育実技
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住l 吉ロ五口 国語I ・国語II
（国 語 ，社会，英語） l 教科選択
外国 語 英 語II . 英語 II B 
（数 学， 理科， 数 十,,.,. 代数・幾何， 基礎解析
1 教科選択
家庭， 技術） 外国 語 英 語II・英語II B 
（ 立回 楽） � ・ 体1 音楽実技
教育学部
程 （美 術） 十コ弐 体t 美術実技
（保 健 体 育） 保健体育 体育実技
国 三ロ五口 国語 I ・ 国 語 II
情 報 教 育 課 程 数 与ふ主主一． 代数・幾何， 基礎解析 1 教科選択
外 国 語 英 語II・英 語II B 
畳コ 経ー
斤邑以． 戸寸立ー． 干j↓ 数 学
経済学部 問｜ 経 A凸'4 d一U与． 千斗 外国 語 英語II・英語II B 2 科目 1 教科選択
王ス 経営法 学科 又は ドイツ語l 科目選択
数 学 科 数 i一P止さ， 代数・幾何，恭礎解析，微分・積分 ，確率・統計（統計は 除く。）
数 ，さι子． 代数・幾何， 基礎解析
可ゐ 理 ·�＇！： 手！
理． 科 物ま里
数 品寸以，ー 代数・幾何， 基礎解析
化 ヲー や｜ f里 干ヰ 化学
:fJ![ 千斗 物 理， 化学， 生物， 地学のうちから1 科目選択
理学 部
そ の 他 小論文〔自然科学を学 ぶのに必要な論理的な思考能力並びに表
生 物 .�一晶d与． ·f:十
現力などを問う。 （高度な知識そのものを問うもので
はない。 ）〕
数 ，－岳. .会- 代数・幾何， 基礎解析
l教科選択
地 球 ド｜ 学 干斗 外国 語 英語II・英 語II B 
理ー 科 物 理， 化学， 生物， 地学のうちからl 科目選択
電 7\ ユ二 学 干斗
機 械 I 学 手｜ 数 十，旦立， 代数・幾何， 基礎解析
生産機械工学科
理 干斗 ヰ勿王里
電 子 工 学ー 科
工学 部
数 寸，，.，，」， 代数・幾何， 基礎解析
工 業 化 μナL, 科
理 科 化学
金 属 工 戸プf以」， 科 数 学 代数・幾何， 基礎解析
化 学 工 旦寸z」． 科 理 科 物 理， 化学のうちから1 科目選択
（注） 1 経済学部「夜間主 コース」は， 第 2 次の学力検査は課さない。
2 理学部数学科は， 「数学 」 を2 時限にわたって課す。 第1限〔代数・幾何， 基礎解析〕io:oo～1 :30, 
第2限〔代数・幾何， 基礎解析， 微分 ・ 積分 ， 確率・統計（統計は 除く。）〕12 :30～14:00。
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(3) 共通第1次学力試験及び第2次の学力検査等の配点
教科等 区 分 国語 社会 数学 理科 外国語 実技 小論文 小計 合計学部（学科・課程） 検査
共通第1次 200 100 200 100 200 800 1,200 人 文 寸，，，ー，. 部 第 2 次 200 200 400 
小学校教員養成課程 共通第l次 200 100 200 100 200 800 
養護学校教員養成課程 1,200 
幼稚園教員養成課程 第 2 次 (200) (200) (200) 200 400 教
中学校教員養成課程 共通第l次 200 100 200 100 200 800 1,200 （国語， 社会，
専英
語
攻）／ 第 2 次 (400) (400) 400 育
中学校教員養成課程 共通第l次 200 100 200 100 200 800 1,200 （数学，理科，家庭，
）
(400) (400) 400 寸－ー 技術専攻 第 2 次
中学校教員養成課程 共通第1次 200 100 200 100 200 800 
（音学， 美術’ 攻）／ 400 1,200 音R 保健体育専 第 2 次 400 
共通第l次 200 100 200 100 200 800 1,200 情報教 育 課 程 第 2 次 (400) (400) (400) 400 
経 経済学科， 経営学科， 共通第1次 100 50 100 50 100 400 
経営法学科 700 
第 2 次 (300) (300) 300 済 （昼間主コース）
A寸u ，ー 経済学科， 経営学科，
経営法学科 共通第1次 200 100 200 100 200 800 800 昔日 （夜間主コース）
共通第l次 200 200 100 200 700 1, 100 数 寸,uιー 科 第 2 次 400 400 
理 共通第1次 200 100 200 100 200 800 1,400 物 理 よ寸且．ー 科 第 2 次 200 400 600 
共通第1次 200 100 200 100 200 800 1,200 ナAι 化 寸且ん一 科 第 2 次 200 200 400 
共通第l次 200 100 200 100 200 800 1,600 生 物 』寸ゐー 科 第 2 次 400 400 800 音日
共通第1次 200 100 200 100 200 800 1,200 地 球 科 寸＂＂－ー 科 第 2 次 (200) 200 (200) 400 
共通第l次 100 100 1 00 100 400 800 工 主寸且 ．ー 音E 第 2 次 200 200 400 
6 検 査 場
学力検査及び健康診断（再診断）は， 各学部ごとに次の検査場（予定）で行う。 ただし， 志願者数によっては検査
場の変更（富山市内公立高等学校等）もあり得るが， 確定検査場及び検査場案内は， 受験票等送付（ 2月14日頃）の
際に通知する。
人文学部検査場
人文学部及び教養部（富山市五福）……...・H・－ （学力検査 健康診断）
教育学部検査場
教 育 学 吉日山市五福）
（主
主
題
健康診断 ）
経済学部検査場
経済学部及び教養部（富山市五福）……...・H・－ （学力検査 健康診断）
理学部検査場
理 学
工学部検査場
部（富山市五福）....・H・.. ・H・（学力検査 健康診断）
nu 唱EA
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工 学 部（富山市五福）……………（学力検査 健康診断）
7 合格者発表
合格者は， 昭和例年3月22日制午前9時本 学（富山市五福）に掲示し， かつ， 本人に通知する。 電話その他に
よる問い合わせには一切応じない。
8 推薦入学， 帰国子女・社会人特別選抜について
本学 で は次のとおり推薦入学， 帰国子女・ 社会人特別選抜を行うが， 細目については別に募集要項があるの で，
240円切手 （速達の場合 440円）をはっ た返信用封筒〔角形3号 （ 21. 6cm×27. 7cm）〕を同封のうえ「募集要項請
求」（推薦入学， 帰国子女特別選抜， 社会人特別選抜の別を明記すること。）と朱書して請求すること。
(1) 推薦入学 実施学部等
経済学部（「昼間主コースム 「夜間主コース」）， 工 学部
(2) 帰国子女特別選抜 実施学部等
人文学部， 経済学部「畳間主コース」， 理学部
(3) 社会人特別選抜 実施学部等
人文学部， 経済学部「夜間主コース」， 理学部 （生物学科）
(4）出 願 期 間
昭和63年11月14日開）～1 1月19日w正午必着
9 理学部定員一部留保第2次募集について
共通第1次学力試験の全教科を受験した者で， かつ， 3月23日の時点でいずれの国公立大学にも合格していな
い者（いずれの国公立大学にも出願していない者を含む。）又は国公立大学に合格したが， 3月27日ま でに当該大
学に入学手続を行わない者に対し， 本学理学部物理学科 では 3月23日（木）から定員一部留保第2次募集を行う。 こ
の細目については， 別に募集要項があるので， 240円切手 （速達の場合440円） をはった返信用封筒〔角形3号
(2 1 .6cm×27. 7cm）〕を同封のうえ， 「理学部第2次募集要項請求」と朱書して， 請求すること。
なお， 入学 志願者は， 出願期聞が短いの で， 提出書類等は事前に準備しておくことが必要で、ある。
出願期間 昭和64年3月23日附～3月27日Uil午後5時必着
10 情報の提供（テレホンサービス）
本学 では， 第2次学力検査等の出願状況及び欠員補充の方法等について， 次のとおりテレホンサービスを行う。
（本学 への直接の問い合 わせには 応じな い。）
(1）出 願 状況 昭和64年 1 月3 1 日（刈～昭和64年2月9臼（柑
(2）欠員補充方法 昭和64年3月23日（村～昭和64年3月27日（月）
(3）欠員補充状況 昭和64年3月28日（火）～昭和64年3月3 1 日幽
電話番号 07 6 4  (31) 3155 （通話料は有料）
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人 事 異 動
異動区分 発令年月日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 容 任命権者
昇 任 63. 11. 1 矢i畢 英 一 助教授（人文学部） 教 授（人文学部） 文部大臣
II 原 稔 助 手（教育学部） 助教授（教育学部） 富山大学長
II 武 井 動 助教授（経済学部） 教 授（経済学部） 文部大臣
II 榊 原 英 夫 助教授（経済学部） 教 授（経済学部） II 
II 泉 田 栄 一 助教授（経済学部） 教 授（経済学部） II 
II 中 山 幹 夫 助教授（経済学部） 教 授（経済学部） II 
II 丹 羽 昇 助教授（経流学部） 教 授（経済学部） II 
II 火 原 克 二 助教授（経済学部） 教 授（経済学部） II 
II 抑 Jll 洋 一 講 師（経済学部） 助教授（経済学部） 富山大学長
II 金 森 寛 助 手（理学 部） 助教授（理学 部） II 
転 任 II 西 村 克 彦 文部技官（新潟大学理学部） 助 手（理学 部） II 
退 職 II 永 井 正 夫 臨時用務員（教育学部作業員） 昭和63年10月31日限り退職した II 
qL 
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学 内 諸 報
叙 位・叙 勲
本学教授（経済学部） 今井晴男氏は， 昭和63年9月
7 日逝去（亨年56オ） されましたが， 同氏の生前の功
績 に対し ， 同日付けで正五位に叙きれ ． 勲 四等旭日 小
綬章が授与きれました。
本学教授（人文学部）促井防氏は‘ 昭和63年9月9
日恒三去（if年61才）されましたが， 同氏の生前の功績
に対し‘ 同日付けて、正一九位に叙され， 勲四等旭日小綬
章が授与されました。
学内レク リ エーショ ン
見学小旅行（文化部会）
。小川山千光寺を訪ねて
期 日 1 0月22白川
見学先 魚津市
0小川山千光寺・「心蓮坊」
0吉田記念魚津市立郷土館
。歴史民俗資料館
0参加者 20名
文化部会は， 素朴な民謡として広〈知られる布施谷
節の郷にある小川山千光寺を訪ねることにした。 天平
の昔から幾多の戦舌L， 法の危機を乗り越えて今日に至
っている真言宗の名刺で， その昔， 17坊 の堂塔の栄え
も現在は， 3坊だけが残る寂しい寺である。 そのう ち
の心蓮坊で鎌倉時代の作として安置されている秘仏千
手観世音菩薩像について説明をうけたが， 秘仏のため
拝観できないのが心残りであった。
つぎ‘に， 大付l山城跡の＇I' I出にi'JJ先の文化泣！主カ、巧－）］｛
．雌史 ・ 文化自I＼門別にJ長ノ1；されている叛1u�白官／えび雌史
l(f?i-資料館を比宇：した後、 イー］°／1幾のi&i：にAむ夕日を眺め，
主l：楽に映えるなか， 楽ししりj、旅行の·Mi主についた。
円J
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海 外 渡 航 者
渡航 の種類 所 属
外 国出張
教育学部
附属中学校
理 学 部
理 学 部
工 学 部
工 学 部
工学 部
教 養 部
海外 研修旅行
理 学 部
〈新任者住所〉
理 学 部
職 氏 名
教 頭 利波 宗雄
教 授 松浦 郁也
E力 手 大 石 雅寿
教 授 小泉 邦雄
教 授 竹越 栄俊
助 手 平津 良男
教 授 鈴木 邦雄
教 授 佐藤 清雄
助 手 西 村 克 彦
（固体物理学）
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渡 航 先 国 目 自ヲ
ユー ゴ ス ラビア，
西ドイ ツ ， スイ ス ， 諸外 国 の教育， 文化 及び 社 会
フ ラ ン ス ， アメリ 等 の諸事情 の視察調 査
カ 合衆 国
ルーパ ンカソリ ッ ク 大学 の客
ベルギー 員 教授として研究に従 事する
ため
マウナケア天文台訪問及び 国アメ リ カ 合衆 国 際 シ ン ポジウ ムへ の参加発表
日 中メカ ト ロニ ク ス ・ シ ン ポ
中華人民 共和 国 ジウ ム に出席 及び 研究資料 の
収集
第l回KSME-JSME熱・流
大 韓民 国 体工学会議に出席 及び 研究資
料 の収集
第l回KSME-JSME熱・流
大 韓民 国 体工学 会議に出席 及び 研究資
料 の収集
アメ リ カ 合衆 国，
カナダ ，連 合王国， 昆虫類 （ 特に鞘遡目 ， 晴蛤目 ）
オ ラ ン夕、， 西 ドイ の形態学的 ・ 系 統分類学的 研
ツ ， スペイ ン ， イ 究のため
タリア
「磁性材料 の 物理 に関する 国
中華人民 共和 国 際会議」 の準備 委員 会へ の出席 及び磁気と超伝導に関する
研究打 合せ
職 員 j自 息
〈住所変更〉
人文学部・理学部
文部事務官 須 田 雅 彦
第300号
期 間
63. 10. 17 
63. 11. 9 
63. 10. 2 1  
64. 1 10  
63. 1 0. 1 
63. 10. 8 
63. 1 0. 22 
63. 1 1  2 
63. 10. 3 1  
63. 1 1. 5 
63. 1 0. 3 1  
63. 1 1  5 
63. 10. 1 
64. 7 . 31 
63. 1 0. 9 
63. 1 0. 26 
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教育学部
教 諭 青 山
臨 時 用 務 員 見 角 光 子
経済学部
助 教 授 火 原 克 一
学 報 第300号
理学 部
助 教 授 山 田 恭 司
教養部
文部事務官 奥 村 行 夫
主 要 行 事
（ 於 ： 広 島 ガー デ ン パ レ ス ）
本 部｜ 13～ 14 日 第 9 回 国 立大学等研究協 力 部課長会議
（ 於 ： 宇宙科学研究所臼 田 宇 宙 空 間 観 測 所 ）
9 月 第 2 1 回4 1 国 立大学経理部長会議
26 日 ～ 第39 回 文部省会計事務特別 研修 （ 於 ： 国 立 （ 於 ： 東京医科歯科大学）
10 月 14 日 オ リ ン ピ ッ ク 記念青少年総合セ ン タ ー ） 第48 回 東海 ・ 北陸地 区 国立大学等施設部課
10月 3 日 公 開 講座（ 外国 で見 た こ と 考 え た こ と ） 長会議（ 於 ： 富 山 医科薬科大学 ）
( 1 1 月 4 日 ま で ） 1 7 日 第 5 回 国 際交流委員 会留学生 部 会
3 ～ 4 日 第46 回 東 海 ・ 北陸地 区 国 立 大学長会議 1 7 ～ 2 1 日 昭和63年度富 山 大学事務電算 化要員 養成研
（ 於 ： グ ラ ン ド ホ テ ル浜 松 ） 修 会
3 ～ 7 日 学 内 物 品 定期格査 18 日 第 7 回 入学試験管理委員 会 ・ 第 7 回 入学者
4 ～ 6 日 体育系サー ク ル リ ー ダー研修会 選抜方法研究委員 会の合同 委 員 会
（ 於 ： 山 野 ス ポー ツ セ ン タ ー ） 1 8 ～ 19 日 昭和63年度東海 ・ 北陸地区 国 立学校等安全
5 日 昭和63年 度 国立学校事務電算化 講 習 会 管理協議会 （ 於 ： 富 山 医科薬科大学 ）
（ 於 ： 京都大学） 1 8 ～ 20 日 第26 回 全 国厚 生補導研究集会
7 日 健康 診断 （ 内科 ・ 尿 ・ 血圧 ） （ 於 ： 静 岡 労政会館 ）
第 2 回相互乗入れ等検討小委員 会 1 9 ～ 21 日 北 陸財務局共済組合監査
第 14回補導協議会 昭和63年度 国 立学校等課長 （ 事務長 ） 補 佐研
7 ～ 8 日 第 23 回 東海 ・ 北 陸地 区 国 立大学事務 局 長 会 修 （ 於 ： 東京大学）
議 （ 於 ・ 愛知教育 大 学 ） 20～ 21 日 第 24 回 国 立41 大学庶務部長会議
1 1 日 中 部地区健康安全管理担当者研修会 （ 於 ； 山 口 大学 ）
（ 於 ： 名 古屋合同庁舎） 2 1 日 第 9 回評議会
外 国 人 留 学生工場見学会 （ 於 ： Y K K )  健康診 断 （ 循環器 ）
1 1 ～ 1 3 日 給与実務 担 当 者研修会 第 7 回 部 局 長 懇 談 会
（ 於 ： 金 沢合同庁舎大会議室 ） 22 日 富 山大学 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委 員 会
12～ 14 日 第 9 回 全 国 国立大学学生部長協議会 文化部会 見学小旅行
15 
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22～ 23 日 第 38回北陸三 県 大学学生交歓芸術祭
（ 軽音楽部 門 ）
24 日 教務 ・ 補導関係 事務検討分科会
第 5 回 事務協議会
25 日 昭和63年度東海 ・ 北 陸地区管理事務協議会
（ 於 ： 富 山 ス テ ー シ ョ ン ホ テ ル ）
第 1 5 回補 導協議会
第 3 回 学 園 ニ ュ ー ス 編集 委 員 会
26 日 第47 回 東海 ・ 北陸地区国 立学校等庶務部課
長 会議 （ 於 ： 富 山 大学 ）
27 日 第 2 回学務関係係長会議
第 1 6 回 国 立 大学保健管理セ ン タ 一所長会議
（ 於 ： な に わ 会館 ）
第 6 回 国 際交流委員 会留学生部会
27 ～ 28 日 第 74 回 東海 ・ 北陸地 区 国立学校等会計部課
長会議（於 ： 岐阜大学 ）
29～ 30 日 第 38回 北陸三 県 大学学生交歓芸術祭
（ 邦楽部門 ）
10月 3 日 事務連絡会
4 日 物 品 の 定期検査
6 日 係 長 会議
1 1 日 学部教務 委 員 会
教授会
人事教授会
大学院人文科学研究 科委 員 会
1 2 日 人文学部語学文学科移転後の建物利 用 打合
せ
専 門 教育 課程移行者 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
13 日 後学期授業開始
機種選定委員 会
梶井元教授 勲 記 ・ 勲 章伝達式 （ 於 ： 学部長
室 ）
19 日 1 5大学 人文系学部事務長会議 （ 於 ： 愛媛大
学 ）
20～ 21 日 1 5大学人文系学部長会議 （ 於 ： 愛媛大 学 ）
25 日 学部入学者選抜方 法検討委員 会
26 日 学部 コ ー ス 対抗 ソ フ ト ボー ル大会
27 日 係 長 会議
28 日 学部補 導委 員 会
報 第300号
教 育 学 部
1 0 月 5 日 昭和63年度物品定期検査
6 日 附属学校運営委員 会
7 日 情報教育課程運営委員 会
7 ～ 8 日 日 本教育大学協 会北陸地 区会理科研究協議
会 （ 於 ： 信 州 大学 ）
12 日 学部教務 ・ 補 導合同委員 会
学部補導委員 会
学部教務委員 会
1 3 日 教授会
人事教授会
14～ 1 5 日 日 本教育大学協会北陸地区会国語科 ・ 書道
科合同研究協議会 （於 ： 金沢大学 ）
18 日 情報教育課程専 門 委 員 会
教育実 習 終 了
19 日 学部補導委 員 会
人事教授会
20 日 後学期授業開始
循環器検診
20～ 21 日 昭和63年度北陸地区教 員 養成学部事務長協
議会 （ 於 ： 金沢大学 ）
日 本教 育大学協会北陸地区会社会科部門 研
究協議会 （ 於 ： 富 山 大 学 ）
日 本教育大学協会北陸地区会音楽部門研究
協議会 （ 於 ： 新潟大学 ）
全 国 国 立大学附属学校連盟北信 越地 区協議
会 （ 於 ： 富 山 市 ）
26 ～ 27 日 日 本教育大学協会北陸地 区会保健体育科研
究協議会 （ 於 ： 信州大学）
27 日 紀要編 集 委 員 会
27～ 28 日 昭 和 63年度秋季全 国 国立大学教育学部長 会
議 （ 於 ： 千葉大学 ）
28 日 内科検診
28～ 29 日 日 本教 育 大学協 会北陸地区 会 外 国 語部 門 研
究協議会（ 於 ： 金 沢大学 ）
29～ 30 日 日 本教 育大学協 会北陸地区会教育 学 ・ 教育
心理学 ・ 特殊教育 ・ 幼 児教育部 門 研究協議
会 （ 於 ： 新潟 大学 ）
31 日 ～
1 1 月 1 日
日 本教 育大学協会北陸地区会学長 ・ 副学長
・ 学部 長 ・ 学部教員 合 同 会議 （ 於 ： 福井大
学 ）
po 市’A
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10 月 3 日 物品定期検盗
4 日 内 地 ・ 在 外 作 究 員 に 関 す る 委 員 会
補導委員 会
7 日 健！棄 診 断 （ 内 科 ・ 尿 ・ 血 圧 ；
1 1 日 人事教授 会
10 月 3 日 事務 連絡会 教授会
経 済 学 部
1 0 月 3 日 卒業証書投与式
6 B 物 品 定期検査
7 日 転学科 ・ 転学部 出 願 者 の 選考委員 会
1 1 日 学部補導委員 会
各種委員 選考委 員 会
1 2 日 学部教務委員 会
学部 入学方法検討委員 会
人事教授会
教授会
14 日 専 門 教育 課程移行者 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
14- 1 5 日 国 立 1 1 大学経済 ・ 経営学部教官懇談会
（ 於 ： 香川 大学）
1 7 日 後学期授業開始
19 日 論集委員 会
財務委 員 会
20 日 学部補 導委員 会
学部施設整備委員 会
21 日 循環器検診
学部将来構想検討委員 会
26 日 学部教務委員 会
夜 間 主 コ ー ス 運営委員 会
学部 入学方法検討委員 会
人事教 授 会
教 授 会
28 日 内 科検診
理 品同千 部
4 日 物 品 の 定期検査
6 日 係 長 会議
1 1 日 教授会
1 3 日 専 門教育課程移行者 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
14 日 後学期授業開始
1 5 日 教職課程 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
1 7 日 廃水安全委員 会
19 日 人事教授 会
学部補 導委 員 会 （ 持 回 り ）
26 日 学部入学試験改善委 員 会
報 第3υu �J-
27 日 係 長 会議
国 立22大学理学部長会議 （ 於 ： 学士会館 j
28 日 国立大学理学部長会議（ 於 ： 学士会館 ）
エ 品見守ー 部
10 月 3 日 物 品 の 定期検査
5 ～ 6 日 第41 回 国 立 大学工学系事務長 会議
（ 於 ： 岩手大学 ）
1 1 日 教授会， 工学研究科委員 会 ・ 専任教授会
学部教務委員 会
12 ～ 1 3 日 第 1 2 回 国 立 大学47工学系学部長会議
（ 於 ： 徳 島 大学 ）
1 3 日 専 門 教育 諜起移行 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
14 日 後期授業開始
1 7 日 事故対策 委 員 会
19 日 学部 入学試験検討委員 会
2 1 日 学部補導委員 会
24 日 選考委員 会
25～ 26 日 第 21 回 北 陸信越地区 国 立 大学工学部長会議
（ 於 ： 長 岡 技術科学 大 学 ）
28 日 係 長 連絡会
3 1 日 事故対 策 委 員 会
教 養 音R
1 5 日 後学期 授 業 開 始
19 日 補導委員 会
将 来計画 委 員 会
20 日 施設整備 委 員 会
2 1 日 図 書委員 会
27 日 循環器検診
27 ～ 28 日 1 2大学教養部長 ・ 事務長連絡会議
（ 於 ： 愛媛大学j
ワt
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附 属 図 書 館
1 0 月 3 日 係長事務打合せ会
5 日 係長事務打合せ会
7 日 物 品 定期検査
1 1 ～ 13 日 図 書貸 出 点検
（ 保健管理セ ン タ ー ， 情報処理セ ン タ ー ）
13 日 図 書館増築 に 伴 う 検討小委員 会
1 7 日 係 長事務打合せ会
20 ～ 21 日 昭 和63年度北信越地 区 国 立大学図書館研修
会 （ 於 ： 富 山 医科薬科大学 ）
21 日 職 員 健康診断 （ 内 科検診 ・ 尿検査 ・ 血圧測
定 ）
24 日 係 長事務打合せ会
26 日 図 書 貸 出 点 検 （ ト リ チ ウ ム 科学 セ ン タ ー ）
26 日 富 山 県 図書館協 会理事会 （ 於 ： 富 山 県立図
書 館 ）
27 日 循環器検診
28 日 図 書館事務電算化 ワ ー キ ン グ ・ クルー プ打
合せ会
保健管理セ ン タ ー
1 0 月 7 日 健康診断 （ 事務局， 学生部， ト リ チ ウ ム 科
学 セ ン タ 一 ， 保健管理セ ン タ ー， 教養部の
職 員 ， 男 ・ 女 ）
( I  I I 、 、
、
報 第300号
物品 定期検査
19 日 循環器検診 （ 工学部， 地域共同研究セ ン タ
ー の 職 員 ， 35オ以上男 ・ 女 ）
20 日 循環器検診 （ 教育学部の職員， 35オ 以上男
・ 女 ）
21 日 循環器検診 （ 本部， 経済学部， ト リ チ ウ ム
科学 セ ン タ ー， 保健 管理セ ン タ ー の職員 ，
35才以上男 ・ 女 ）
健康診断 （ 人文学部， 理学部， 附属 図書館
の職員 ， 男 ・ 女 ）
25 ～ 26 日 第26回全国大学保健管理研究集 会
（ 於 ： 京都市京都会館 ）
27 日 循環器検診 （ 人文学部， 理学部， 教養部，
附属 図 書館 の 職 員 ， 35オ 以上男 ・ 女 ）
昭和63年度国立大学保健管理セ ン タ 一 所長
会議 （ 於 ： 大阪市 な に わ 会館 ）
28 日 健康診断 （ 教育 学部， 経済学部の 職 員 ， 男
－ 女 ）
ト リ チウム科学セ ン タ ー
1 0 月 7 日 物品定期検査
26 日 長期帯 出 図書 の 点検
地域共同研究セ ン タ ー
10 月 28 日 地域共 同研究セ ン タ ー運営委 員 会
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